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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第86期

第２四半期
連結累計期間

第87期
第２四半期
連結累計期間

第86期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 2,616,686 3,430,866 5,194,525

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) △113,025 285,040 △207,698

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失（△）

(千円) △119,374 235,978 △164,981

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △120,759 233,491 △162,636

純資産額 (千円) 1,435,751 1,665,497 1,371,820

総資産額 (千円) 6,572,307 6,345,101 6,093,277

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期(当期)純損失
金額（△）

(円) △13.31 26.32 △18.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.5 26.2 22.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △217,781 508,620 △171,899

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △59,916 △63,428 308,643

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 135,494 △191,987 △462,787

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 529,363 622,642 369,339

　

回次
第86期

第２四半期
連結会計期間

第87期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金
額（△）

(円) △2.88 21.48

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 第86期第２四半期連結累計期間及び第86期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４. 第87期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。　

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境や消費者マインドの改善を受け

た個人消費の拡大、景気対策関連の公共投資の増勢に支えられ、景気は持ち直しの動きから緩やかに

回復する展開となりました。

こうした中、当社グループでは、本年４月より開始した「2013新中期経営計画」に基づき、売上の持

続的拡大と収益体質の確立を上位目標として、機械本体および部品・商品の売上拡大、研究開発の強

化・新製品の開発、海外新興国市場の攻略、バリュー・エンジニアリング手法を活用した原価低減、新

たな工事得意工種の確立を図ることにより、売上高を伸ばすとともに損益分岐点を引き下げるべく注力

しております。

当第２四半期連結累計期間は、建設投資の増加を背景として国内販売受注は増加しましたが、海外販

売受注が減少したことから、ボーリング機器関連の受注は前年同四半期比横ばいに留まり、工事施工関

連の受注は国内受注、海外受注ともに前年同四半期に比べ減少したことから、受注高は前年同四半期比

8.1％減の2,605百万円となりました。

　売上高につきましては、ボーリング機器関連は国内販売の増加に加え海外販売における大型ＯＤＡ案

件の売上計上が寄与し、前年同四半期に比べ46.6％増加し、2,168百万円となり、工事施工関連も海外

工事は減少したものの、国内工事の増加により、前年同四半期に比べ11.0％増加し1,262百万円となっ

たことから、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比31.1％増の3,430百万円となりまし

た。また、地域別の売上高は、国内売上高はボーリング機器関連、工事施工関連ともに増加し、前年同

四半期比29.1％増の2,799百万円となり、海外売上高は工事施工関連が減少したものの、ボーリング機

器関連の売上が増加したことから、前年同四半期比40.7％増の651百万円となりました。

売上高の増加に加え、原価低減努力が奏功し原価率が前年同四半期に比べ5.4ポイント低下したこと

から、営業利益は290百万円（前年同四半期は77百万円の営業損失）、経常利益は285百万円（前年同四

半期は113百万円の経常損失）、四半期純利益は235百万円（前年同四半期は119百万円の四半期純損

失）となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　

①ボーリング機器関連

当セグメントにおきましては、海外受注はＯＤＡ案件の受注はあったものの、その他は中国を始めとし

て全般的に低調に推移し、前年同四半期に大型のＯＤＡ案件を受注した反動減もあり前年同四半期に比べ

減少しましたが、国内受注が建設投資増加を背景とした更新需要や震災復興・防災需要を受けて伸びたこ

とから、当第２四半期連結累計期間の受注高は前年同四半期比0.5％増の1,907百万円となりました。売上

高につきましては、国内販売の増加に加え、前連結会計年度に受注した大型ＯＤＡ案件の売上計上もあ

り、前年同四半期比46.6％増の2,168百万円となりました。また、原価低減の取り組みが奏功し原価率が

低下したこともあり、セグメント利益（営業利益）は145百万円（前年同四半期は140百万円のセグメント

損失）となりました。

　

②工事施工関連

当セグメントにおきましては、当第２四半期連結累計期間は大型工事案件の受注がなく、前年同四半期

に比べ国内受注、海外受注ともに減少し、受注高は前年同四半期比25.5％減の697百万円となりました。

売上高につきましては、海外工事はＯＤＡ案件の工事終了により減少しましたが、国内工事が既受注案件

の工事進捗により増加したことから、前年同四半期比11.0％増の1,262百万円となりました。売上高の増

加に加え原価率が低下したことから、セグメント利益（営業利益）は前年同四半期比126.9％増の143百万

円となりました。
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　(2)財政状態の分析

①資産の部

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して251百万円増加し、6,345百

万円となりました。　

流動資産は、商品及び製品が87百万円、原材料及び貯蔵品が43百万円、仕掛品が25百万円減少しまし

たが、現金及び預金が321百万円、受取手形及び売掛金が167百万円増加したことなどから、前連結会計

年度末と比較して312百万円増加し、4,666百万円となりました。

固定資産は、機械装置及び工具器具備品などで８百万円の設備投資を行いましたが、69百万円の減価

償却の実施により、前連結会計年度末と比較して60百万円減少し、1,678百万円となりました。

　

②負債の部

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して41百万円減少し、4,679百

万円となりました。　

流動負債は、短期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が64百万円、１年内償還予定の社債

が25百万円、未払費用が支払い等により47百万円減少しましたが、未成工事受入金が150百万円、支払

手形及び買掛金が104百万円増加したことなどから、前連結会計年度末と比較して147百万円増加し、

3,302百万円となりました。

固定負債は、長期借入金の約定弁済等による減少94百万円などにより、前連結会計年度末と比較して

189百万円減少し、1,377百万円となりました。なお、第１四半期連結会計期間より「退職給付に関する

会計基準」の改正の早期適用に伴い「退職給付引当金」は「退職給付に係る負債」の科目で表示してお

ります。　

　

③純資産の部

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、四半期純利益235百万円を計上したことから、1,665百

万円となり、自己資本比率は26.2％となりました。なお、第１四半期連結会計期間の期首において、

「退職給付に関する会計基準」の改正の早期適用に伴い当第２四半期連結会計期間の期首利益剰余金は

81百万円増加し、その他包括利益累計額（退職給付に係る調整累計額）が24百万円減少しております。

EDINET提出書類

鉱研工業株式会社(E01699)

四半期報告書

 6/26



　

　

　(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより、前

連結会計年度末に比べ253百万円増加し622百万円となりした。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、508百万円の収入（前年同四半期は217百万円の支出）となり

ました。収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益の計上289百万円、たな卸資産の減少153百万

円、未成工事受入金の増加150百万円、仕入債務の増加89百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権

の増加175百万円、未払費用の減少47百万円であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、63百万円の支出（前年同四半期は59百万円の支出）となりま

した。収入の主な内訳は、有形及び無形固定資産の売却による収入８百万円であり、支出の主な内訳

は、定期預金の預入による支出69百万円であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動によるキャッシュ・フローは、191百万円の支出（前年同四半期は135百万円の収入）となり

ました。長期借入金は、80百万円の調達を行う一方、約定弁済により229百万円を返済し、社債は25百

万円を償還いたしました。短期借入金は257百万円の調達に対し、266百万円を返済し、ファイナンス・

リース債務は７百万円を返済いたしました。

　

　(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

　(5)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

EDINET提出書類

鉱研工業株式会社(E01699)

四半期報告書

 7/26



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,970,111 8,970,111
東京証券取引所　　
ＪＡＳＤＡＱ　　
（スタンダード）

単元株式は100株　　　　
であります。

計 8,970,111 8,970,111 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 8,970,111 ― 1,165,415 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日立建機株式会社 東京都文京区後楽２丁目５－１ 2,300 25.64

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 340 3.79

江口　工 東京都世田谷区 319 3.56

鉱研工業取引先持株会
東京都豊島区高田２丁目17－22
目白中野ビル１Ｆ

308 3.44

旭ダイヤモンド工業株式会社 東京都千代田区紀尾井町４番１号 143 1.60

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４ 129 1.44

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 115 1.28

鉱研従業員持株会
東京都豊島区高田２丁目17－22
目白中野ビル１Ｆ

96 1.07

西松建設株式会社 東京都港区虎ノ門１丁目20番10号 86 0.96

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川４丁目12番３号 82 0.92

計 ― 3,922 43.73

(注) 発行済株式総数に対する所有株式数の割合は第２四半期会計期間末日現在の発行済株式総数に対する比率で、

少数第２位未満を切り捨てて表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

3,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,961,100
89,611 ―

単元未満株式（注）
普通株式

6,011
― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 8,970,111 ― ―

総株主の議決権 ― 89,611 ―

（注）　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式54株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　
鉱研工業株式会社

東京都豊島区高田二丁目
17-22
目白中野ビル１Ｆ

3,000 ― 3,000 0.0

計 ― 3,000 ― 3,000 0.0

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累

計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成24年９月21日内閣府令第61号）附則第５条第１項

ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 391,739 713,222

受取手形及び売掛金
※1, ※2 1,138,369 ※1 1,305,952

完成工事未収入金 486,129 499,535

商品及び製品 1,254,906 1,167,678

仕掛品 220,722 195,608

未成工事支出金
※3 416,596 ※3 415,024

原材料及び貯蔵品 374,675 330,683

その他 78,434 41,605

貸倒引当金 △7,373 △2,372

流動資産合計 4,354,199 4,666,937

固定資産

有形固定資産

土地 1,079,566 1,079,566

その他（純額） 574,996 511,633

有形固定資産合計 1,654,562 1,591,199

無形固定資産 6,410 6,313

投資その他の資産

その他 201,331 196,683

貸倒引当金 △123,226 △116,032

投資その他の資産合計 78,105 80,650

固定資産合計 1,739,077 1,678,164

資産合計 6,093,277 6,345,101
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 1,205,855 1,310,544

工事未払金 71,275 54,448

短期借入金 834,800 825,000

1年内償還予定の社債 50,000 25,000

1年内返済予定の長期借入金 415,310 360,190

未成工事受入金 166,950 317,852

賞与引当金 93,661 118,246

工事損失引当金
※3 27,900 ※3 5,700

その他 289,071 285,576

流動負債合計 3,154,824 3,302,558

固定負債

長期借入金 557,410 463,290

退職給付引当金 641,348 －

役員退職慰労引当金 90,947 93,221

退職給付に係る負債 － 551,417

資産除去債務 11,126 11,194

その他 265,800 257,923

固定負債合計 1,566,632 1,377,046

負債合計 4,721,457 4,679,604

純資産の部

株主資本

資本金 1,165,415 1,165,415

利益剰余金 44,381 362,249

自己株式 △1,243 △1,254

株主資本合計 1,208,552 1,526,409

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,166 1,636

土地再評価差額金 162,100 162,100

退職給付に係る調整累計額 － △24,649

その他の包括利益累計額合計 163,267 139,087

純資産合計 1,371,820 1,665,497

負債純資産合計 6,093,277 6,345,101
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 2,616,686 3,430,866

売上原価 2,084,856 2,546,926

売上総利益 531,830 883,940

販売費及び一般管理費
※１ 609,353 ※1 593,605

営業利益又は営業損失（△） △77,523 290,335

営業外収益

受取利息 485 344

受取配当金 37 98

貸倒引当金戻入額 2,810 12,444

賞与引当金戻入額 350 220

為替差益 － 1,229

その他 5,168 5,734

営業外収益合計 8,851 20,072

営業外費用

支払利息 29,471 23,482

支払手数料 471 768

為替差損 12,756 －

その他 1,653 1,116

営業外費用合計 44,353 25,367

経常利益又は経常損失（△） △113,025 285,040

特別利益

固定資産売却益 － 4,588

特別利益合計 － 4,588

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△113,025 289,628

法人税、住民税及び事業税 7,735 53,839

法人税等調整額 180 △189

法人税等合計 7,915 53,649

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△120,941 235,978

少数株主損失（△） △1,566 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △119,374 235,978
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△120,941 235,978

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 181 470

退職給付に係る調整額 － △2,957

その他の包括利益合計 181 △2,487

四半期包括利益 △120,759 233,491

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △119,193 233,491

少数株主に係る四半期包括利益 △1,566 －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△113,025 289,628

減価償却費 69,837 69,205

有形及び無形固定資産除却損 0 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,676 △12,195

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,305 24,585

退職給付引当金の増減額（△は減少） △59,109 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △32,691

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,167 2,274

工事損失引当金の増減額（△は減少） － △22,200

受取利息及び受取配当金 △523 △443

支払利息 29,471 23,482

為替差損益（△は益） 10,975 △98

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） － △4,588

売上債権の増減額（△は増加） 76,856 △175,426

未成工事受入金の増減額（△は減少） 68,581 150,902

前受金の増減額（△は減少） 1,509 △6,528

たな卸資産の増減額（△は増加） △119,606 153,652

仕入債務の増減額（△は減少） △104,263 89,127

前渡金の増減額（△は増加） 50,904 3,788

未払費用の増減額（△は減少） △43,751 △47,949

その他 △29,961 33,905

小計 △145,309 538,429

利息及び配当金の受取額 518 379

利息の支払額 △29,927 △22,414

役員退職慰労金の支払額 △17,334 －

法人税等の支払額 △25,728 △20,184

法人税等の還付額 － 12,410

営業活動によるキャッシュ・フロー △217,781 508,620

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600 △69,080

定期預金の払戻による収入 － 900

有形及び無形固定資産の取得による支出 △87,033 △3,692

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 8,665

土地譲渡契約に伴う手付金収入 30,000 －

その他 △2,283 △220

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,916 △63,428
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 787,200 257,000

短期借入金の返済による支出 △470,810 △266,800

長期借入れによる収入 50,000 80,000

長期借入金の返済による支出 △250,940 △229,240

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

セール・アンド・リースバックによる収入 45,044 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △7,937

その他 － △10

財務活動によるキャッシュ・フロー 135,494 △191,987

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,975 98

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △153,178 253,302

現金及び現金同等物の期首残高 682,542 369,339

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 529,363 ※1 622,642
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日）が平

成25年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計

期間よりこれらの会計基準等を適用し、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債とし

て計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異を退職給付に係る負債に計上いたしました。また、退職給付

債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変

更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上

したことに伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しております。また、退職

給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首のその他の包括利益累計額が21,692千円減少し、利益剰余金が

81,889千円増加しております。また、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益に与える影響額は軽微であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１　受取手形割引高

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年9月30日)

受取手形割引高 490,264千円 95,000千円

　

※２　四半期連結会計期間期末日満期手形

　 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

   なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会

計年度末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年9月30日)

受取手形 78,716千円  ― 　千円

支払手形 64,801〃 ―  千円

　

※３　たな卸資産及び工事損失引当金の表示

　 損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金は、これに対応する工事損失引当金を相殺表

示しております。

   相殺表示した未成工事支出金に対応する工事損失引当金の額

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年9月30日)

未成工事支出金 51,400千円 56,800千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

給与手当 224,258千円 216,766千円

賞与引当金繰入額 61,548〃 57,099〃

退職給付費用 10,028〃 9,309〃

役員退職慰労引当金繰入額 6,167〃 2,274〃

減価償却費 6,598〃 5,283〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 630,439千円 713,222千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △81,575〃 ―〃

担保に供している定期預金等 △19,500〃 △43,411〃

担保に供している別段預金等 ―〃 △47,168〃

現金及び現金同等物 529,363千円 622,642千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。　

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

 当社は、平成24年７月26日付で欠損填補を目的とした無償減資を行いました。この結果、当第２四半

期連結会計期間において、資本金が680,882千円、資本剰余金が1,687,943千円それぞれ減少し、利益剰

余金が2,368,825千円増加しております。　

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における資本金は1,165,415千円、資本剰余金は０円と

なっております。

 なお、株主資本合計金額には、著しい変動はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。　

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

 株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

　
ボーリング機

器関連
工事施工関連

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,478,953 1,137,733 2,616,686 ― 2,616,686

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,564 ― 6,564 △6,564 ―

計 1,485,517 1,137,733 2,623,251 △6,564 2,616,686

セグメント利益又は損失（△） △140,644 63,111 △77,533 10 △77,523

(注) １. セグメント利益又は損失（△）の調整額10千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

　
ボーリング機

器関連
工事施工関連

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,168,182 1,262,683 3,430,866 ― 3,430,866

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,582 ― 4,582 △4,582 ―

計 2,172,765 1,262,683 3,435,449 △4,582 3,430,866

セグメント利益 145,569 143,225 288,794 1,540 290,335

(注) １. セグメント利益の調整額1,540千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　３. 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変

更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「ボーリング機器関連」及び「工事

施工関連」のセグメント利益に与える影響額は軽微であります。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

△13円31銭 26円32銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千円) △119,374 235,978

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）(千円)

△119,374 235,978

   普通株式の期中平均株式数(千株) 8,967 8,967

（注）１.　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２.　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   福　　　井　　 　 聡 　 印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   田　　中　　卓　　也 　 印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月11日

鉱研工業株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鉱
研工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鉱研工業株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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